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ズームズーム
県内2地域の商工会からがんばっている会員企業をご紹介いたします。

みなさんの経営のヒントになるお話もたくさんいただきました。

是非、ご感想を福島県商工会連合会までE-メールにてお寄せください。

（f-wing@do-fukushima.or.jp）

元気印
経営支援レポート

県北
川俣町商工会

会津
南会津町商工会

【商工会の支援内容】
　原発事故に伴う「風評被害」により生産羽数、販売数の落
ち込み、回復してこない売上減少がきっかけでした。平成
29年2月、以前から構想にあったキッチンカーを具体化す
るため、当社、専門家、商工会復興経営指導員が三位一体と
なり、事業計画を練り上げ、「福島県原子力災害被災事業者
事業再開等支援補助金（第3次公募）」申請にこぎつけ、無
事採択となりました。今般の事業計画作成を通じて、2つの
大きなメリットを感じております。まず、「事業戦略」の修正
を図れたことです。「食材」としてのシャモ肉は料理関係者
に知っていただいているものの、一般消費者の認知度が必
ずしも高くなかったという課題に対し、情報発信と同時に
一目で分かるラッピングを施したキッチンカーでの営業が
可能となり、現在では、平日、地元道の駅「川俣シルクピア」
にて販売、週末には福島県内各地や、県外での各種イベン
トへの出店などで、シャモのおいしさと食の安全性をPRす
る効果は大きいものとなりました。また、キッチンカー導入
により、個々の目標意識の変革が進んだことです。当社の
従業員において、参加イベントの選定やメニュー開発を進
めていく中で、個々に考え、目標を設定し、主体的に取り組
む体制が構築できました。現在、人員体制の確立で1年間
50回の出店を目指してお
り、将来に向かって営業を
軌道に乗せ、地元からの雇
用創出を図るとともに、将
来の2台目キッチンカー導
入を目標としております。

【今後に向けて：商工会より】
　地域内外に商品知名度を高めて事業者の収益向上を進
めていくとともに、川俣シャモの付加価値の向上を目指し
ていきたいと思っています。事業計画策定と補助金申請支
援を経験させてもらいましたが、今後も、計画の進捗管理
や他の補助金申請を見据えて応援していきたいと考えて
おります。

【来て、見て、味わって！！】
　川俣シャモを堪能できる「シャモまつり」を2つご紹介し
ます。例年、4月末の2日間、福島市四季の里で「川俣シャ
モまつりin四季の里」を、8月末の2日間、地元川俣町で「川
俣シャモまつりin川俣」を開催しております。開催日近くに
なりましたら、詳細を
当社ホームページで
紹介しております。イ
ベントで味わう川俣
シャモも絶品ですの
で、ぜひご来場お待ち
しております。

【事業所紹介】
　川俣町の特産品で
あり、福島県の「ブラ
ンド認証産品」とし
て認定を受けている

『川俣シャモ』は、地
元飲食店はもとより、
県内外のホテル・レス

トラン等の料理店から肉質の良さ・鶏肉本来の味で、現在、
高い評価を得ております。当社は、昭和62年7月の設立以
来、唯一の加工・販売会社として、飼育農家が育てあげた川
俣シャモを全量買上げ、飲食店・肉卸店を中心に生肉（冷凍
肉）の販売と、肉のスライスカット・挽肉などの2次加工品
の販売をしております。また、社内工場で、シャモ燻製品や
レトルト食品、丸焼き加工などの食肉製品を製造し近隣道
の駅や、県内外の百貨店等に販売も行っております。

創業のきっかけである。
　店舗では、国内外のクラフトビールを提供している。2018
年2月　発泡酒製造免許取得後は、店舗に併設する醸造所

（南会津マウンテンブルーイング）で自ら仕込みを行い、出
来立てのクラフトビール（発泡酒に分類）を提供している。

【商工会の支援内容】
　創業時においては、町の創業支援制度を活用、改装費用
や什器備品購入など開店に至るまでの支援を行った。その
後、オリジナルクラフトビールの小売り、土産品としての提
供に向け「ものづくり・商業・サービス経営力向上支援補助
金」の申請を支援した。店頭での提供以外に、既存設備では
対応できなかった瓶詰商品の生産に向けた設備を導入、地
元産の果実を使用するなどオリジナルクラフトビールの瓶
詰商品化に取組ん
だ。本事業に取組
んだことで品質維
持と生産性の向上
に繋がる成果を得
ることができ、今
後の販路開拓に
期待が持てる結果
となった。

【今後の展開】
　南会津町は、面積の91%を森林が占め、林業は、町の基
幹産業の一つである。町森林認証材製品の東京オリンピッ
ク・パラリンピックでの活用をはじめ県内外での利活用推
進にも積極的に取組んでいる。製材会社を経営しているこ
とから林業の振興による地域振興も目指すところである。
　森林認証材となっている南会津町産材を副原料とした商
品づくりのほか、新たなサービス提供による事業を計画し
ている。それらを経営革新計画として、今後のクラフトビー
ル文化の醸成と更なる販路拡大を図っていく考えである。

【事業者の声】
　醸造した出来立てのクラフトビールは、併設する飲食店で
提供できるので、お客様とのコミュニケーションが自然と生
まれ、お客様からも様々な意見が寄せられます。
それらのご意
見も今後の商
品づくりに反
映し、南会津町
産を強く意識
した醸造所を
目指していき
ます。是非ご賞
味ください。

南会津マウンテンブルーイング／
Taproom Beer Fridge　ビアフリッジ
代表　関根　健裕 氏

キッチンカー導入による地域資源
「川俣シャモ」の認知向上および、
町を超えた情報発信

クラフトビールで地域に新しい文化を
根付かせたい

株式会社　川俣町農業振興公社
（川俣シャモ専門店 地鶏屋本舗）
代表取締役　笠間　英夫 氏
住 所　〒960−1402

福島県伊達郡川俣町小綱木字泡吹地8
連 絡 先　TEL （024）566−5860

FAX （024）566−5083
営業時間　9：00〜17：00
定 休 日　土曜日・日曜日・祝日・指定日・年末年始・GW・お盆期間
U R L　http://www.kawamata-shamo.com/

住 所　〒967−0004
福島県南会津郡南会津町田島字後町甲3983

連 絡 先　TEL 090−2277−9069
営業時間　18：00〜22：00（LO 21：30）
定 休 日　日曜、火曜

【創業のきっかけと店舗紹介】
　名高い日本酒銘柄が数多く存在する会津地域のなかで4
つの酒蔵がある南会津町。日本酒文化が浸透したこの地域
でクラフトビールを提供する店がある。

「南会津でもクラフトビール文化を根付かせたい」と製材
会社を経営する傍ら、代表の関根氏は2017年10月、ビー
ルバー「Taproom Beer 
Fridge」を開店した。
　アメリカを旅した時、小さ
なクラフトビール醸造所が
各地にあり、そこを多くの観
光客が訪れていた。根っから
のビール好きであったことと
クラフトビールが地域振興
を牽引している光景に感銘
を受け、地元でもこの文化を
根付かせたいと思ったのが
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だより青年部

だより女性部
商店街活性化事業
～空き店舗対策をみんなで考えよう～
幹事：飯坂町商工会女性部／県北地区（１１単会）
　大型店舗の出店や事業主の高齢化などにより閉店する店舗が
増え、商店街の空き店舗が全国的に深刻な問題となっている中、
空き店舗の問題は商店街や地域全体の問題ではあるが、まずは
女性ならではの視点で解決の糸口を探し、商店街の活力を取り
戻し商店街活性化へつなげられるように先進事例を学び、女性
部として取り組む足掛かりになるような事業を行いました。
事業内容は下記の通り

1.各市町村の事前調査
県北地区各女性部で市町村の事前調査を行い、空き
店舗情報や町の概要・特色などの確認を行いました。

2.視察研修・セミナーの開催
山形県七日町商店街振興組合の事務局長：下田氏を
講師にむかえ、七日町の事業概要を元にどのように
七日町商店街では空き店舗対策を行ったのか講義を
受けた後、七日町商店街の空き店舗からリノベーショ
ンを行った事業所を訪問し、昔ながらの面影が新た
な事業へのアクセントとなってより魅力的になった店
舗を視察しました。

七日町商店街振興組合：下田氏

全体報告会

3.全体報告会の開催
本事業を通して空き店舗についての考え方・認
識が変わった、女性部として地域活性化に繋が
るコンテンツづくりへの意識が高まったとの意
見があり、同じ県北地区でありながら知らなかっ
たそれぞれの地域で行っているイベントや商店
街の状況について知ることができました。

　今回の復興支援事業を行ったことにより、地元
の商店街の状況や県北地区それぞれの魅力の再
確認することができ、商店街の地域活性化に繋が
る空き店舗対策への道が開けたと考えております。

「今こそ事業承継のはなしを。」
　「全国事業承継推進会議キックオフイベント」が平成30年10月
29日に東京で行われました。のべ3,000人が参加したこのイベント
では、国と我々商工団体青年部による事業承継に向けた決意表明
の他、基調講演やパネルディスカッションも行われ、多くの方が“気
づき”を得る良い機会となりました。
　今後より多くの方々に参加してもらい、事業承継へ向けた行動のきっかけとしていただくため、全国9カ所で
地方会議が開催されます。このひとつとして東北ブロック会議（平成31年3月15日／秋田市）が予定されており
ますので、これを機会に自分の事業所にはどんな準備が必要なのかを考えてみてはいかがでしょうか。
　事業承継とは会社の事業を円満に後継者に引き継ぐことです。ですが、ひと言に事業承継といっても承継す
る内容や方法は様々であり、それぞれの事業所に合わせた準備・対策が必要です。
　いま国も力を入れて支援策を用意しております。後継者が十分に経営力を発揮できるように、“いつか”ではな
く“今”こそ事業承継のはなしをしませんか？

　
平
成
三
十
年
度
知
事
を
囲
む
商
工
会
代

表
者
会
議
が
、十一月
二
十
六
日
、福
島
市　

ウ
ェ
ディ
ン
グ　
エ
ル
ティ
で
開
催
さ
れ
た
。

　

代
表
者
会
議
で
は
県
内
商
工
会
長
等

約
九
十
名
が
参
加
し
、中
小
企
業
・
小
規

模
事
業
者
へ
の
支
援
強
化
な
ど
を
求
め
る

要
望
書
を
轡
田
県
連
会
長
が
内
堀
知
事

に
手
渡
し
た
。

知
事
を
囲
む
商
工
会
代
表
者
会
議

一
、�東
日
本
大
震
災
・
原
発
事
故
の
影
響
に
対
す
る
県
内
事
業
者
へ
の

支
援
の
充
実
強
化

二
、�中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
発
展
に
向
け
た
支
援
の
強
化

三
、地
域
経
済
活
性
化
の
た
め
の
商
工
会
機
能
の
充
実
強
化

全国事業承継推進会議キックオフイベント 要望書手交　轡田会長から内堀県知事へ
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川島忠田村町商工会長より

ふくしま小規模企業者等いきいき支援事業
新規事業創設により県内小規模企業者等の事業の持続的な発展を支援します！

概

　要

本事業は、小規模企業者等が経営の支援団体による伴走型の支援を活用し
ながら行う、持続的な経営に向けた取り組みに対し、「専門家の派遣」や「経費
の一部を補助」するものです。
本事業の対象は、「円滑な事業承継」、「創業から3年以内の企業者の経営の安
定化」、「販路開拓」、「生産性向上」、「地域コミュニティの向上」、「商店街の活
性化」に係る取り組みです。

補
助
対
象
者

本社及び補助事業を行う事業所が共に福島県内に所在する小規模企業者等
（単独または複数の小規模企業者）
・商工会及び商工会議所による小規模事業者の支援に関する法律第2条で定める小規模企業者。
・中小企業団体の組織に関する法律で定められる中小企業団体、商店街振興
組合法で定める商店街振興組合及び連合会、生活衛生関係営業の運営の適
正化法及び振興に関する法律に定める生活衛生同業組合及び連合会。

この内容は、平成31年2月現在となります。詳しくは次号の会報にてお知らせいたします。
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Informat ion  商工会だより
三春町商工会浪江町商工会
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現
状
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災
事
業
者
事
業
再
開
等
支
援
補
助

金
や
中
小
企
業
等
グ
ル
ー
プ
施
設
等
復

旧
整
備
補
助
金
等
の
復
興
支

援
施
策
の
活
用
、再
開
を
検

討
さ
れ
て
い
る
事
業
者
か
ら

の
相
談
対
応
等
支
援
す
る
こ

と
で
、徐
々
に
再
開
さ
れ
る
事

業
者
も
増
え
て
き
ま
し
た
。

　

十
一月
に
は
、「
地
域
復
興

マ
ッ
チ
ン
グ
結
の
場
i
n

標
葉
地
区
」が
開
催
さ
れ
、

地
元
企
業
八
社
、支
援
企
業

二
十
六
社
の
参
加
に
よ
り
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
た
課

題
の
支
援
提
案
、プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
実
施
へ
と
進
ん
で
い
ま
す
。

　

そ
の
他
、県
水
素
エ
ネ
ル

う
も
の
で

す
。最
終

審
査
は
、

作
文
で
書

類
選
考
さ

れ
た
中
学

生
に
、盆

踊
り
開
始

前
、浴
衣

姿
で
観
客
の
前
で
自
ら
発
表
し
て
も
ら

う
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
を
行
い
、多
く
の
観

客
が
感
涙
に
む
せ
び
ま
し
た
。そ
し
て

今
年
度
の
ト
リ
は
、三
月一六
、十
七
日
の

「
全
国
あ
げ
も
の
サ
ミ
ッ
ト
」で
す
。こ

れ
は
商
工
会
の
メ
ン
バ
ー
で
立
ち
上
げ
、

三
春
の
Ｂ
級
グ
ル
メ
に
育
っ
た「
三
春
グ

ル
メ
ン
チ
」を
は
じ
め
、全
国
で
話
題
と

な
っ
て
い
る
美
味
し
い「
あ
げ
も
の
」が

三
春
に
集
結
し
ま
す
。こ
の
時
、町
外
か

ら
来
て
く
だ
さ
る
お
客
さ
ん
に
、商
店
を

知
っ
て
も
ら
う
た

め
、商
業
部
会
と

三
春
ス
タ
ン
プ
会

が
タ
イ
ア
ッ
プ
し

た
イ
ベ
ン
ト
も

実
施
し
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に

も
三
春
町
商
工

会
は
、中
町
支
部

の「
軽
ト
ラ
市
」

山
ま
つ
り
」と
冠
し
て
、長
期
間
に
渡
り

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
こ
と
に

し
ま
し
た
。八
月
一日
か
ら「
Ｌ
Ｅ
Ｄ
照

明
の一夜
城
」を
設
置
し
、十
五
、十
六
日

に
行
わ
れ
る
三
春
町
の
伝
統
的
な
盆
踊

り
の
日
ま
で
点
灯
し
、多
く
の
皆
さ
ん
に

楽
し
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
た
、こ

の
期
間
に「
三
春
グ
ル
め
ぐ
り
」と
名
付

け
た
割
安
チ
ケ
ッ
ト
販
売
に
よ
る
、飲
食

店
め
ぐ
り
も
実
施
し
て
お
り
ま
す
。九
月

に
は
、三
春
の
神
社
仏
閣
と
お
菓
子
屋

さ
ん
等
を
め
ぐ
る
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
を

楽
し
み
な
が
ら
、お
城
山
に
登
っ
て
い
た

だ
き
、豪
華
賞
品
や
焼
き
肉
セ
ッ
ト
が
当

た
る
抽
選
会
を
開
催
し
ま
し
た
。焼
肉

セ
ッ
ト
が
当
た
っ
た
家
族
に
は
、予
め
準

備
し
た
使
い
捨
て
コ
ン
ロ
で
焼
肉
パ
ー

ティ
ー
を
し
て
い
た
だ
き
、家
族
の
団
欒

を
演
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。十一

月
の「
三
春
秋
ま
つ
り
」の
時
に
は
、愛
姫

生
誕
四
五
〇
年
に
ち
な
ん
で「
愛
姫
輿
入

行
列
」を
行
い
ま
し
た
。主
役
の
愛
姫
は
、

田
村
青
年
会
議
所
の
メ
ン
バ
ー
が
企
画

し
て
く
れ
た「
愛
姫
コ
ン
テ
ス
ト
」の
優

勝
者
で
す
。コ
ン
テ
ス
ト
は
、十
二
歳
で
伊

達
政
宗
に
嫁
い
だ
愛
姫
に
ち
な
み
、三
春

町
内
の
女
子
中
学
生
を
対
象
に
、も
し
今

の
歳
で
お
嫁
に
行
く
と
し
た
ら
と
い
う

設
定
で
、大
切
な
人
に
感
謝
の
気
持
ち

を
伝
え
る
作
文
を
書
い
て
も
ら
う
と
い

地
域
振
興
事
業
に
つ
い
て

　

平
成
三
十
年
七
月
に
は
、標
葉
郷
野

馬
追
祭
の
出
陣
、凱
旋
式
典
が
浪
江
町

に
お
い
て
八
年
ぶ
り
に
行
わ
れ
ま
し

た
。騎
馬
五
十
六
騎
か
ら
な
る
威
風

堂
々
の
町
内
行
列
、神
旗
争
奪
戦
を
町

民
の
皆
様
に
披
露
し
ま
し
た
。ま
た
十一

月
に
は「
復
興
な
み
え
町
十
日
市
祭
」が

浪
江
町
地
域
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、全
国
か
ら
二
日
間
で

三
七
、〇
〇
〇
人
余
り
の
人
出
が
あ
り

ま
し
た
。浪
江
町
の
伝
統
芸
能
や
小
中

学
生
の
ス
テ
ー
ジ
、復
活
し
た
大
堀
相
馬

焼「
大
せ
と
祭
り
」な
ど
皆
様
に
喜
ん
で

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
事
業
再
建
を
目
指
す
会
員
ま

た
町
内
に
帰
還
す
る
会
員
へ
の
支
援
体

制
を
継
続
し
、商
工
会
組
織
基
盤
の
強
化

に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

ギ
ー
研
究
フ
ィ
ー
ル
ド
の
建
設
や
、工

業
団
地
整
備
に
よ
る
企
業
進
出
、平
成

三
十
二
年
度
の
請
戸
漁
港
の
再
開
、常

磐
線
全
線
開
通
な
ど
、地
元
経
済
の
活

性
化
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

仮
設
商
業
施
設
へ
の
参
加

　
「
ミ
ッ
セ
な
み
え
」は
公
設
民
営
で
浪

江
町
が
設
置
し
た
仮
設
商
業
施
設「
ま

ち
な
み
マ
ル
シ
ェ
」内
に
あ
り
ま
す
。浪

江
町
の
一部
避
難
指
示
解
除
の
方
針
を

受
け
、平
成
二
十
九
年
十
月
に
設
置
さ

れ
ま
し
た
。伝
統
工
芸「
大
堀
相
馬
焼
」

「
な
み
え
焼
き
そ
ば
」な
ど
商
工
会
加

盟
約
二
十
事
業
所
の
商
品
を
取
り
扱
っ

て
お
り
、会
員
事
業
所
事
業
再
開
の

き
っ
か
け
に
す
べ
く
開
店
し
ま
し
た
。小

売
業
に
は
厳
し
い
商
環
境
で
す
が
努
力

を
続
け
て
お
り
ま
す
。

愛姫輿入行列

　

昨
年
の
五
月
よ

り
三
春
町
商
工
会

長
を
仰
せ
つ
か
っ

て
お
り
ま
す
増
子

博
保
で
す
。

　
三
春
町
と
い
え
ば
、真
っ
先
に「
滝
桜
」

を
思
い
浮
か
べ
る
方
が
多
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。そ
れ
ぐ
ら
い
滝
桜
は
有
名

で
、ス
ー
パ
ー
ス
タ
ー
と
いっ
て
い
い
存
在

で
す
。た
だ
最
近
は
、滝
桜
が
偉
大
過
ぎ

て
、こ
の
ス
タ
ー
観
覧
に
満
足
し
、な
か

な
か
町
中
ま
で
お
客
さ
ん
が
来
て
く
だ

さ
い
ま
せ
ん
。し
か
も
桜
の
季
節
は
短
期

間
で
す
。そ
こ
で
三
春
町
商
工
会
で
は
、

昔
か
ら
町
民
の
シ
ン
ボ
ル
的
存
在
で
あ
る

「
お
城
山
」を
中
心
に
新
し
い「
ま
つ
り
」

を
企
画
し
よ
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、四

年
前
に「
お
城
山
ま
つ
り
」と
名
付
け
た

「
ま
つ
り
」が
誕
生
し
ま
し
た
。三
年
間

は
そ
の
名
の
と
お
り
、お
城
山
の
頂
上
で

の
イ
ベ
ン
ト
を
メ
イ
ン
と
す
る
短
期
間

の
ま
つ
り

で
し
た
。

二
〇
一
八

年
度
は
、

街
中
に
も

う
少
し
賑

わ
い
を
と

い
う
こ
と

で
、「
お
城

町民のシンボル「お城山」を
冠したまつりで町おこし

　
浪
江
町
商
工
会

長
の
新
谷
保
基
で

す
。浪
江
町
は
福

島
県
浜
通
り
中
部

に
位
置
し
、請
戸
港
か
ら
阿
武
隈
山
地

に
わ
た
る
東
西
に
長
い
町
で
す
。

　

復
旧
工
事
が
進
む
請
戸
港
、請
戸
川

リ
バ
ー
ラ
イ
ン
の
桜
並
木
、高
瀬
川
渓
谷

の
紅
葉
、大
堀
相
馬
焼
、な
み
え
焼
そ
ば

な
ど
、豊
か
な
自
然
や
特
産
品
が
あ
る

町
で
す
。平
成
二
十
三
年
三
月
の
震
災
・

原
発
事
故
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け

ま
し
た
が
、再
興
に
向
け
て
町
、商
工
会

一丸
と
な
り
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

震災・原発事故からの再興をめざして

浪江町に戻り業務を開始した商工会

仮設商業施設「ミッセなみえ」

復興なみえ町十日市祭

伝統盆踊りの頭上に輝くLED一夜城

あげものサミットPRポスター
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福島県内の被災中小企業・小規模事業者等の皆様

　独立行政法人中小企業基盤整備機構東北本部は、福島県内に相双、いわき、県中、会津の4つの分室を平成26年10月
より開設してまいりました。
　平成31年3月1日より、中小企業震災復興・原子力災害対策経営支援センター福島の窓口に統合することと致しました。

今後のご相談・お問い合わせは、最寄りの商工会、中小機構センター福島あてまでお気軽にご連絡ください。

1.中小機構東北センター福島・相双分室【南相馬市】
〒979－2124　福島県南相馬市小高区本町1－44
 小高商工会内

2.中小機構東北センター福島・いわき分室【いわき市】
〒970－8026　福島県いわき市平堂根町4－17　いわき中央ビル5Ｆ
 福島県商工会連合会　浜通り広域指導センター内

3.中小機構東北センター福島・県中分室【須賀川市】
〒962－0028　福島県須賀川市茶畑町46－105
 福島県商工会連合会　中通り広域指導センター内

4.中小機構東北センター福島・会津分室【会津美里町】
〒969－6195　福島県大沼郡会津美里町字北川原41　会津美里町役場本郷庁舎3階
 福島県商工会連合会　会津広域指導センター内

お問い合わせ先 独立行政法人中小企業基盤整備機構　東北本部
中小企業震災復興・原子力災害対策経営支援センター福島
センター福島：〒960－8053 福島県福島市三河南町1番20号  コラッセ福島7F
 ＴＥＬ.024－529－5113　　メール.fukkyu-f@smrj.go.jp

４分室（福島県ワンストップ相談支援事業）の統合について４分室（福島県ワンストップ相談支援事業）の統合について

消費税の軽減税率対応のためのレジ・システム補助金【第3版】

消費税の軽減税率制度開始とレジ補助金期限である
2019年10月が迫ってきました！！

レジや受発注システムを導入・改修する方への国の補助制度があります。
お問い合わせはこちらの番号※まで 0120－398－111（通話料無料）

※独立行政法人中小企業基盤整備機構が設置する軽減税率対策補助金事務局になります。

複数税率
モバイルPOSレジ

補助金の詳細はURLをご覧ください。 http://kzt-hojo.jp/

QRコードは
こちら

センター福島

2.いわき分室
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